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認
　　　　太陽化學の今昔②
一回忌の分光學を生み出し7Z大恩人Eしての太陽～

　　　　　　　　　　　理學博士山本一清

　今，ローランドの時以來，太陽の光球中に確

認せられる前記36種の三二元素を，其のスペ

クトル暗線の強度（又は濃度）の順に列べ，夏

に此等の36元素が我が地球上に認められる分

量の多少による順序に列べて，前の列ε比べて

見るε右表の通りになる．一一しかし此の表を

鯨り嚴密な意味に見てはならない．「太陽の光球

中に確認する程度」εは言ふものN，要するに其

れはスペクトル線の二身如何によって定められ

るのであるから，此等の程度は，輩に物質の多

少のみならす，同時に，温．度や厘i力等にi封ずる

昏元素の嚢光能力が著しく影響してみるのであ

る，只，一一tf，見たこころ，太陽の光球中には

カルシウム，鐵，水素，ナトリウム等が最も著

しい元素ミして認められ易いのに，地球の表面

では酸素，シリコレ，水素，アルミニウムの順

に多く認められるεいふごεを見れば足るので

ある．或る時代に，『太陽では，重い元素が下

暦に沈み，輕い元素が上麿に多く現はれてる

る』S考へられた時代があっナこ．實際，第一表

中の　36元素，をg種づっ一纒めにして，　李均

　第一表
スペル1・ル線の強さ
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の原子量を計算して見るざ，

　多」、池紘襲｝卿均原子量が

　忽謡媒毛｝

　瀦、コ孟嚢｝

　摘訟嚢｝

35．3
　第二表

スペクトル線の数

64．0

IO13

107．2

εなり，師ち，大治に於いて重い元素が下暦に

あり，織れに反して，詠い元素が回暦にあるε

言へるこεになる．しかし，之れも，極めて

大ざっぱな見込みに過ぎないのであって，個々

の元素を調査して見るε，カルシウムや鐵の如

き可なり重いものが，ナトリウムやアルミニウ

ムや，カリウム等の輕い元素よりも上暦にある

こSが，分光學的にも，叉，太陽表面學からも

明らかであるから，すべてを飴り華墨に考へi過

ぎてはならない．

　ローランドの認めナこ36種の元素以外には，

　　ガリウム　　　　　酸　　素　　　　　ルビデ’ウム

の二種が近著多くの學者によって確認せられる

域に達しナこ筒，多少の疑ひを以って

　イ、）ヂウム　　ルテニウム　　　チル’フラム

　　ナスミウム　　タンタルム　　　ウラニウム

　　白　　金　　　トリウム　　　　リチウム
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等も疑はれてるる．次ぎに，今までの研究で，絶封に其の根跡が太陽中に認め

られない元素ミしては，

　　　アンチモニー，　　セジウム，　　　プラセナデミウム

　　　直朋　 素，　　　　金，　　　　　　ラデウム

　　　⊃ンーljウム，　　　　クIJプトン，　　　クセノン

である．こ・に最も注意すべきは，「認められない」ミいふ意味が，必ずしも

「存在しない」εいふ意味でないこεである．今日の天腿進化論の教へるεこ

ろに嫁れば，太腸も地球も，共に，元は一つの物質團であっfcのであるから，

今日，地球上に認められる元素が，大親たる太陽中に存在しないEいふ風に解

するのは非常な短見であるに違ひない．殊に，上蓮の事は皆太陽の光球中の存

否を記してみるのであって，從って，（ヘリウムの場合の如く），光球以外に認

められる物質については少しも論及してみないからである．

　太陽の色球（クロモスフdアChromosphere）のスペクトルは，光球のスペ

クbルε比べて種々の馳に蓮ひがある．クロモスフdアや紅焔（プロミネンス

Prominencののスペクトルを研究したのは1868年のロキア（Sir　N．　Lockyerが

最初であった，其の當時既に，此の輝線スペクトル中に水素やカルシウムの存

在を知り，叉，地球上には未だ知られない元素εして「ヘリウム」なる新元素

が認められた．其の後，ヤング（C．A．　Youngx，ノ・ギンス（Sir　W．　Huggins）等

の研究によって，クロモスフエア中に可なり多種類の元素が認められるに至っ

た．最も近頃の研究εしては，ミチエル（S．A．　Mitche11）氏が1905年の皆既日

食の観測によって得た閃光スペクトル（Flash　Spectrum）の研究からの報告で

あって，其れによるこ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山水　　素　　　　　．・　）Jウム

マグネシウム　　　アル’ミニウム

スカンデウム　　　チタニウム

マンガン　　　　鐵

銅　　　　　　　　亜　　鉛

ジ’ルUン　　　　　バ）Jウム

プラセオデミウム　ネすデウム

ガドリウム　　　　デスプロシウム

　　　　　　　之れで見るミ，

灰　　素

シリコン

ヅナデウム

ニ　ケ　rV

ストロンチウム

ランサナム

サマリウム

ホル’ミウム

ナトリウム

カルシウム

〃ロミウム

uバルト

1トリウム

セサウム

エウロビウム

エルビウム

の32種を認めてみる．　　　　　　　色球中には光球中にある化學元素の殆

んさ全部S，ヘリウムSが認められるこミになる．

爾叉，日食皆既の時にのみ見えるコロナの光の中には，今尚ほ地球上に獲見
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むされない元素εして，「＝ロニウム」なる名の下に波長5303Aを始め，撒個の

スペクトル線が認められてみる．果して此のコロニウムなる未知元素が太陽コ

ロナ中に在るか否かは將來の研究者を待って始めて解かるべき謎であるが，し

かし，鴨る人々が想像してみるやうに，コロニウムが若し極めて簡軍な構造の

輕い元素であるミするε，吾入は既に原子番號60までの元素を悉く知ってみ

るのであるから，其の中に新元素を割り込ませる二εは絶i封に不可能である．

多分，此のコロニウム線なるものは，既知元素の或る特別な獲光歌態によって

獲せられる光であらう．

　西暦1878年，ロキア（Sir　N．　Lockyer）は太陽スペクDレ中の波長3883
む

AのSころに炭素の吸牧線を風見し，其の後，トローブリヂ（」．丁工owbridge）や

ローランドの研究によって此の事實は確かめられナこが，1889年，ボン大學のカ

イザー（H．Kayser）氏は，此の吸牧線が，遊離した炭素のものでなくて，む

しろ炭化窒＄一EPちシアン（Cyan，　CN）の線であるこεを護表した．之れによ

の，太陽の如き高温艦の中にも，化合物が存在するこεが誼明されたのであ

る．其の後，1910年に英國ケンブリヂ大町のニゥヲール教授（H．ENewall）

は，フラウソホーフア線の中のGε呼ばれる線群の中に酸化炭素（CO）の光

帯があるこξを謹明し，次いで叉，ロンドンの1ムペリアル學院（lmperial

College）のプアウラー（A．　Fowler）教授は

　　　　　　　　　　　波長3360A　に　アムモニア（NH3）の吸弾帯

　　　　　　　む　　　同　3064A　に　水蒸氣（H20）の吸牧帯

があるこSを覇業しナこ．更に叉，太陽黒馳からの光線には

　　　酸化チタニウム1、Tio2）

　　　1水化カルシウム（H2C）

　　　水化マグネシウム（H2Mg）

等の三二帯が存在するこミも襲見された．

　第三表は，化學元素を最近の物理學の理論に基づいて配列しナこ新週期率の圖

である．此の圖の中で，線で園まれた元素二二61種は，何等かの意味に於い

て，太陽から登する光りのスペクトル中に現はれてるるものである．其の中で

特に太い文字の36種は即ちローランドが二丁しナこ元素である．しかし，今は

此の36種の外に，酸素0ξ，ガリウムGaε，ルビデウムRuεが光球のスペ

クトル中には確認せられてるる．次ぎに，文字の下に横線を引いた32種の元

素はミヂエル氏が太陽の色球のスペクトル中に認めたものである．其の他の
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説明・嚥し’練で圏んだ元素障皆確實に太陽の中に存Gtるもの，瓢毎φ頸φiに太陽中に多少不白子のもの，下位に細練あるものli太陽の

色球中に存在するもの，数い宇にロ1ランドが確認けこ36元素，（指弧の中のもの）に太陽のみならす組ての天膿のスペクトlv申に認められ

ないもの，＊印のものに或る恒星のスペル下ル中に認められるもの・十印のものに太陽黒瓢刺こ認められるもの
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15種の元素は太陽の光球の光りの中に存在するこεが多少不確定のものであ

る．但し，リチウムLiは太陽黒鮎のスペクトル中に認められてみる．

　此の第三表を見て直ぐに知れる通り，太陽スペクトル中に認められる化學元

素は多く此の表の左牛部にあるものである．此の事は太陽光球の光について

も，叉，色球の光りについでも同様であろ．此の表の左牛は，或る二つ三つの

元素を除けば，殆ん♂悉くのものが太陽に存在するこミカ』謹明されてみる．し

かるに，表の右の牛部について見れば，日光スペクトル中に認められるものが

著しく少ない．のみならす，眞に確實な謹明のされるものは十指を屈するに足

りない有様である．夏に叉，表の右牛ε左牛εにある元素の中で，太陽光線中

に認められるフラウンホフア線の撒を調査して見るε，差違は爾甚だしい。例

へば，スペクbル線を藪百乃至撒千個認められる元素師ち鐵Fe，ニッケルNi，

チタニウムTi，マンガンMD，クロームCr，コバルトCo，炭素C，ゾナデウムV，

ジルコンZr，セリウムCe等は億て此の左牛にある．表の右牛にあるもので，

最も多藪のスペクトル線を現はすものはカドミウムCd，亜鉛Zn，銅Cu等であ

るが，此等の何れもスペクトル線の敷は僅々五個を越えない．

　此うしナこ事實は，ひεり，太陽光線のみならす，一般恒星のスペクトノし線に

も同急なのであって，殊に，太陽には認められすに，恒星の或るものにのみ認

められる元素はセシウムCs，テルビウムTb，硫黄Sの三つである．だから，

ひろく天艦のスペクトル中に認められる元素εして考へれば，表の左回は三々

完全に近く認められるε共に，右回は依然ミして存在が謹明されない．尤も，

しかし，前記の如く，スペクトル野中に認められないεいふこミは其の元素が

絶封に存在しないミいふ讃明にはならない〉一も言へる。一つの理由は，要する

に分光翠的に線を出し難い元素が表の町勢に多いミいふこ．ミにも取られるので

あるから．故に，之れは，むしろ，化學元素の物理學，叉は一般に，原子の物

理肇に於ける回る性質を表はすε見て好いわけである．Eにかく，今日，太陽

や恒星のスペクFル線の中には

　　　●素B，弗素F，ネナンNe，燐P，盤素CI，アルゴンA，砒素As，

　　　セレニウムSe，臭素Br，　ク1｝プトンKr，アンチモンSb，

　　　テxレ可ウム　Te，　沃素1，　クセノンXe，　金Au，　ラドン　Rn．

の16種の元素が全く認められてみない，しかし，地球上には確かに存在する

のだから，下れは「三二に存在しない」のではなくて，今日の分光學では三明

が不可能Sいふ意味に解すべきである．（つづく）
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　　　　　　　　　　　　　　“ギ㌦課匁ジts；’t”

　　　　　　　　　　　　　　　　胤　看　　・　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　（濁逸Prof．　M．　Woef撮影）

　月の無い夜の空に高く，アンドロメダの中央＝，天空最大の此の渦巻ミ・星雲為，肉

眼で見上げるのは吾人のインスピレーションである・匡るか九十五萬光年の彼方な見

る人の心に，跳らざる々得ない・一同時に又之れ［ち九十五年の大昔しを目の當リ

見てみるのだ！！

　窟眞の中央・左端こ近く輝く一星lt五等のヌ星である・又，大星雲の右上1：約二十

：五ミリ離れて見えてみる楕圓形の光ltN・G．　C．221ピいふ星雲であろ・


